
囲
㈲
㈱
㈲

　
大
分
県
の
申
の
「
朝
鮮
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
川
中
央
町
（
賛
助
会
員
）
　
溝
　
部
　
　
　
仁

　
は
じ
め
に

　
私
は
こ
れ
ま
で
に
二
十
数
回
に
わ
た
り
、
仕
事
で
韓
国
を
訪
れ
て
い

た
。
空
港
に
到
着
す
る
や
い
な
や
ハ
ン
グ
ル
文
字
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
よ
し
意
味
は
わ
か
ら
な
く
と
も
、
韓
国
語
を
読
め
る
ぐ
ら
い

は
努
力
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
。
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
が
、
現
在
韓

国
語
を
独
学
で
勉
強
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、
大
分
県
に
は
、
ホ
ウ
ヤ
ク
祭
・
牛
馬
信

仰
・
ケ
ス
ベ
祭
り
な
ど
民
俗
的
に
み
て
も
貴
重
な
行
事
が
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
行
事
は
、
こ
れ
ま
で
、
朝
鮮
語
で
解
読
さ
れ
た

こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
、
浅
学
非
才
な
知
識

で
、
大
分
県
の
中
の
朝
鮮
を
少
し
考
察
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
次
第
で

あ
る
。
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

-

中
国
、
韓
国
の
六
大
学
と
交
流

現
在
、
本
学
は
、
中
国
の
瀋
陽
・
鞍
山
・
炳
台
に
あ
る
学
校
三
枚
と

友
好
校
の
交
流
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
韓
国
ソ
ウ
ル
・
釜
山
・
慶
州
・

太
郎
こ
尉
山
と
忠
南
道
（
百
済
の
古
都
扶
余
の
近
隣
）
に
あ
る
大
学
六

校
と
も
友
好
校
の
交
流
を
続
け
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
所
在
地
は
、
我
々
に
馴
染
み
が
深
い
町
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
中
国
瀋
陽
は
、
戦
前
「
奉
天
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
鞍
山
は
、
山
崎
豊
子
著
『
大
地

の
子
』
の
舞
台
と
な
っ
た
製
鉄
で
有
名
な
と
こ
ろ
。
ま
た
、
個
台
市
は
、

別
府
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
り
、
我
が
国
と
関
係
が
深
い
。
炳
台
市
の
旧

名
は
芝
旱
と
い
い
、
健
康
に
良
い
と
い
わ
れ
る
「
霊
芝
」
（
万
年
茸
の

漢
名
、
瑞
草
と
さ
れ
る
）
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
。
奉

の
始
皇
帝
が
徐
福
に
命
じ
て
東
海
に
不
死
の
仙
薬
を
探
し
に
行
か
せ
た

が
、
こ
れ
を
見
付
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
帰
れ
ば
殺
さ
れ
る
の

で
、
目
本
に
渡
っ
て
定
住
し
た
と
い
う
（
熊
野
、
富
士
山
麓
な
ど
諸
説

仏教伝来の碑
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あ
り
）
。
佐
賀
や
和
歌
山
な
ど
に
徐
福
の
墓
も
あ
る
、
と
い
う
。

　
韓
国
ソ
ウ
ル
と
釜
山
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
の
で
、
説

明
を
省
き
た
い
。
慶
州
は
、
新
羅
の
古
都
で
あ
り
、
歴
代
の
大
統
領
（
金

火
中
前
大
統
領
は
百
済
の
出
身
）
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で

あ
る
。
太
郎
は
、
リ
ン
ゴ
で
有
名
な
町
。
戦
前
は
、
か
な
り
の
量
を
目

本
に
出
荷
し
て
い
た
。
忠
南
迫
は
、
自
村
江
の
戦
が
あ
っ
た
周
辺
で
、

仏
教
伝
来
の
「
碑
」
も
あ
る
（
写
真
）
。
是
非
と
も
実
地
見
学
を
お
勤

め
し
た
い
。

　
最
後
に
、
蔚
山
で
あ
る
が
、
朝
鮮
出
兵
の
時
、
大
友
軍
が
全
滅
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
学
校
の
校
長
、
李
来
援
先
よ
（
現
在
、
韓

目
親
善
協
会
副
会
長
）
が
校
長
在
籍
中
、
毎
年
夏
三
十
五
名
の
生
徒
を

連
れ
て
日
本
語
研
修
に
来
ら
れ
て
い
た
。
平
成
元
年
に
本
学
を
訪
問
さ

れ
た
時
、
衝
撃
を
受
け
た
。
－

　
本
学
は
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
毎
年
全
国
手
工
芸
展
に
学
生
・
生
徒

の
作
品
を
出
品
し
、
文
部
大
臣
賞
を
は
じ
め
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。
数
あ
る
作
品
の
中
で
、
姫
島
の
「
き
つ
ね
踊
り
」
を
ご
覧
に
な
っ

た
先
生
は
、
「
新
羅
の
踊
り
で
す
ね
１
‐
と
さ
り
気
な
く
お
っ
し
や
っ
た
。

ま
た
、
宇
佐
八
幡
宮
を
ご
案
内
し
た
時
に
も
、
「
新
羅
造
り
で
す
ね
」
、

と
。
オ
ー
バ
ー
で
は
な
く
、
鳥
肌
が
立
つ
思
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、

私
が
歴
史
を
学
ぶ
端
緒
と
な
っ
た
。
一
年
目
の
訪
問
の
帰
り
に
、
阿
蘇

大
社
に
参
詣
に
行
っ
た
。
二
年
目
も
最
後
に
、
阿
蘇
大
社
に
参
詣
に
行

く
と
い
う
。
そ
こ
で
、
「
先
生
、
何
故
、
阿
蘇
大
社
に
行
か
れ
る
の
で

I

「

二
　
宇
佐
周
辺
を
考
察
し
て
み
る
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す
か
」
と
尋
ね
た
。
先
生
は
、
「
文
禄
慶
長
の
役
の
時
、
阿
蘇
大
社
の

氏
子
が
朝
鮮
に
寝
返
っ
た
の
で
、
日
本
が
負
け
た
の
で
す
」
（
１
）
。
こ

れ
ま
た
、
驚
愕
す
る
よ
う
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　
二
年
目
に
は
、
姫
島
の
比
売
語
曾
神
社
に
も
参
拝
に
行
か
れ
た
。
こ

れ
で
判
る
よ
う
に
、
九
州
、
な
か
で
も
大
分
県
に
は
、
朝
鮮
半
島
の
影

響
を
色
濃
く
受
け
た
「
文
化
・
民
俗
等
」
（
２
）
の
存
在
を
推
理
し
う

る
の
で
あ
る
。

　
宇
佐
八
幡
宮
に
関
係
の
深
い
川
に
、
駅
館
川
と
い
う
の
が
あ
る
。
ま

ず
、
疑
問
に
思
う
こ
と
は
、
駅
を
な
ぜ
「
ヤ
ッ
」
と
発
音
す
る
の
だ
ろ

う
か
。
韓
国
語
で
、
駅
の
事
を
思
と
い
う
。
読
み
は
、
「
ョ
ク
」
と
い

う
。
館
は
国
‥
と
書
き
、
読
み
は
、
日
本
と
同
様
に
「
カ
ン
」
と
い
う
。

合
わ
せ
て
、
「
ョ
ク
カ
ン
」
で
あ
る
。
何
度
も
発
音
す
る
と
「
ヤ
ッ
カ
ン
」

と
聞
こ
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
古
代
宇
佐
八
幡
宮
周
辺
に
は
、
多

く
の
渡
来
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
推
理
さ
れ
る
。
宇
佐
八
幡
宮
の

「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
（
３
）
で
有
名
な
「
辛
嶋
」
氏
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。

ま
た
、
大
宝
二
年
の
戸
籍
（
４
）
で
も
「
奉
」
氏
が
数
多
く
住
ん
で
い

る
。
奉
氏
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
公
認
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す

れ
ば
漢
音
は
［
シ
ン
］
で
、
シ
ン
は
「
辛
」
に
通
じ
、
韓
国
を
指
す
と



言
わ
れ
て
い
る
。
私
は
、
さ
ら
に
敷
街
し
て
「
奉
」
は
「
幡
」
で
は
な

い
か
、
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
八
」
は
数
多
い

と
の
意
味
も
あ
る
か
ら
、
「
八
幡
」
の
由
来
も
推
測
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
事
実
、
八
幡
は
現
在
の
よ
う
に
「
ハ
チ
マ
ン
」
と
い
わ
ず
、
「
ヤ

ハ
タ
」
と
い
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
何
よ
り
傍
証
に
な
ろ
う
。

三
　
三
重
町
周
辺
を
考
察
し
て
み
る

　
三
重
町
に
白
山
と
い
う
集
落
が
あ
る
。
い
ま
で
も
ぶ
畏
で
有
名
で

あ
る
。
こ
の
ル
ー
ツ
は
石
川
県
加
賀
市
の
霊
峰
白
山
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
加
賀
（
今
の
石
川
県
の
南
部
）
　
一
の
宮
、
白
由
比
吽
神
社
が
あ
る
。

こ
の
祭
神
は
、
菊
理
姫
（
比
売
）
で
あ
る
。
「
キ
ク
リ
ヒ
メ
」
と
は
称

さ
ず
、
「
ク
ク
リ
ヒ
メ
」
と
い
う
。
な
ぜ
、
菊
を
そ
う
呼
ぶ
の
か
、
不

思
議
に
思
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
朝
鮮
語
で
鞠
の
こ
と
を
…
即
と
書
く
。
菊
の
花
を
…
鼎
乎
と
書
く
。

鞠
の
発
音
は
、
「
ク
ク
」
と
い
う
。
日
本
人
に
は
、
非
常
に
発
音
し
に

く
い
。
ち
な
み
に
、
菊
の
花
は
、
「
ク
″
ク
ク
」
と
い
う
。
別
説
を
あ

げ
る
と
、
高
句
麗
姫
か
ら
由
来
し
た
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
玉
井
敬
泉

氏
は
「
奉
燈
（
白
山
比
峰
・
神
社
の
開
祖
）
が
白
山
嶺
上
で
祀
っ
た
の
は

高
句
麗
媛
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
『
こ
う
く
り
ひ
め
』
の
発
音
が
『
く

く
り
ひ
め
』
と
転
誂
す
る
の
は
当
然
で
、
自
然
の
形
態
で
あ
る
」
（
互

と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
『
神
道
の
本
』
（
６
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
－
古

代
ア
ジ
ア
東
北
部
に
、
「
非
鞘
」
と
呼
ば
れ
る
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
民
族

が
い
た
。
そ
の
中
に
、
「
白
山
部
」
と
い
う
枝
（
支
）
族
が
い
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
白
山
都
の
中
で
育
ま
れ
た
白
頭
山
＝
太
白
山
信
仰
が
日
本

海
を
渡
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
白
山

信
仰
を
考
え
る
場
合
に
は
、
古
代
朝
鮮
を
経
由
し
て
日
本
に
も
た
ら
さ

れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
変
参
考
に
な
る
。
白
山
比
昨
神
社

の
由
来
は
わ
か
っ
た
が
、
た
だ
単
に
、
こ
の
山
で
修
験
道
の
修
行
を
し

た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
示
唆
を
与
え
る
の
が
保
井
克
己
氏
の
論
稿
で
あ

る
。
氏
の
説
に
従
え
ば
、
「
ツ
ン
グ
ー
ス
族
の
白
頭
山
信
仰
が
白
山
信

仰
に
関
連
し
て
い
る
蓋
然
性
は
非
常
に
高
く
な
る
」
（
７
）
、
と
。
し
か

し
、
こ
れ
だ
け
の
理
由
で
加
賀
を
発
信
し
、
全
国
的
に
白
山
信
仰
が
拡

大
し
た
理
由
に
は
な
る
ま
い
。
も
っ
と
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の
を

探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
、

白
頭
山
の
頂
上
に
有
る
。
白
頭
山
と
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
緯
度
も

高
く
、
ま
た
高
山
な
の
で
山
頂
の
雪
を
想
像
す
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

　
竹
内
亮
氏
は
「
一
般
に
は
往
々
、
山
上
四
時
自
答
を
戴
く
の
故
を
以

て
の
名
と
誤
伝
さ
れ
る
が
、
実
は
し
か
ら
ず
し
て
、
山
上
が
灰
白
色
の

軽
石
で
被
わ
れ
て
い
る
の
で
白
く
望
ま
れ
る
こ
と
に
由
る
の
で
あ
る
」

（
８
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ

う
か
。
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次
に
、
県
内
の
白
出
社
を
調
べ
て
み
る
と
、
白
頭
出
の
よ
う
に
山
頂

に
雪
は
な
い
の
で
、
当
然
石
灰
岩
台
地
に
聳
え
る
山
を
白
山
と
よ
ん
だ

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
か
た
く
な
い
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
豊
前
・
豊
後
の
「
白
山
信
仰
」
に
つ
い
て
少
し
述

べ
て
み
よ
う
。
明
治
の
廃
仏
殿
釈
の
は
げ
し
か
っ
た
英
彦
山
か
ら
原
始

信
仰
を
探
る
こ
と
は
匿
難
な
の
で
比
較
的
、
文
献
資
料
が
整
っ
て
い
る

求
菩
提
山
か
ら
そ
の
信
仰
の
時
期
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
求
菩
提
山
の
信
仰
の
発
生
に
つ
い
て
、
小
田
富
士
雄
氏
は
「
求
菩
梶

山
信
仰
の
発
生
を
ど
の
時
点
に
求
む
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、

後
世
に
成
っ
た
諸
記
録
で
は
大
化
以
前
ま
で
さ
か
の
ぽ
≒
せ
て
い
る
。

こ
の
種
の
記
録
は
、
と
か
く
後
世
に
作
為
し
て
古
く
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る

こ
と
が
往
々
に
し
て
み
ら
れ
る
の
で
、
現
存
す
る
記
録
の
内
容
を
傍
証

し
う
る
よ
う
な
別
史
料
で
も
現
存
し
な
い
限
り
、
証
明
す
る
こ
と
は
む

つ
か
し
い
」
、
と
。
そ
こ
で
考
古
学
上
の
物
的
資
料
に
求
め
て
み
る
と

「
幸
い
に
も
『
重
松
敏
美
氏
』
（
９
）
が
山
中
を
長
年
に
わ
た
っ
て
踏
査

収
集
さ
れ
た
資
料
の
な
か
に
須
恵
器
が
み
ら
れ
る
。
…
…
中
略
（
求
菩

梶
山
八
合
目
）
付
近
に
は
湧
水
も
あ
り
、
生
活
で
き
る
こ
と
か
ら
、
す

で
に
六
世
紀
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
人
山
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
」
（
1
0
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
参
考
に
す
れ
ば
、
八
幡
神

が
成
立
し
よ
う
と
し
た
頃
に
求
菩
提
出
の
信
仰
が
発
生
し
た
と
考
え
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
英
彦
山
の
場
合
も
、
ほ
ぼ
同
様
な
経
過
を
た
ど
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

残
念
な
が
ら
英
彦
山
に
お
い
て
は
、
法
連
や
人
（
仁
）
聞
の
活
躍
に

置
き
換
え
ら
れ
祭
神
を
の
ぞ
く
白
山
信
仰
は
、
現
在
全
く
抹
殺
さ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
、
さ
ら
な
る
視
点
か
ら
白
山
系
の
痕
跡
を
調
べ
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
●
　
●
　
・
　
●
　
●
　
●
●
　
一
　
・
『
　
・
　
●
　
●
　
・
　
・
　
・
　
・
　
●
　
●
　
・

こ
と
に
し
た
い
。
故
松
岡
実
氏
か
ら
、
白
山
を
祭
祀
す
る
山
や
寺
社
を

・
　
●
　
●
　
・
　
●
　
●
　
・
　
●
　
●
　
・
　
・
　
●
　
・
　
●
　
・
　
●
　
●
　
・
　
１
・
　
●
　
●
　
●
　
●
　
・
　
・
　
●

か
っ
て
踏
査
し
て
い
た
資
料
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
を
こ
こ
に
発

●
　
●
　
・
　
・
　
●
　
一
　
●
　
●
　
●
　
●
　
一
　
●
　
●
一
　
一
　
●
　
・
　
一
　
●
　
一
　
・
　
●
　
●
　
●
　
・
・

表
し
て
故
人
の
霊
前
に
お
供
え
し
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

四
　
白
山
社
を
祭
る
寺
社

野

津

町

白

山

へ
21

心/

一一
一重

町

大

白

山

へ
20

W

貫
徹
権
現

へ
19
W

御

許

山

正

覚

寺

.心、

１８

Ｗ

仙
岩
山
宝
陀
寺

へ17
W

檜

原

山

正

平

寺

.心、

16

心/

倉

持

山

へ１５

｀Ｊ

松
尾
山
医
王

寺

へ14
心

求

菩

提

山

/ら、
１３

Ｗ

等

貴

寺

/心、

12

｀W/

英

彦

山

へ１１

Ｗ

白
山

関
係

寺
社

白
山
権現

白
山

権
現

白
山

妙
理
大

権
現

白
山
権
現天
音

五
社

道
上人

開基

白
山

権
現

白
山
社
奉祭

一
一佐

羅
王
子

白山

妙大

権現

白
山
妙
理大

権
現

中
岳
女
体
権
現

祭

神

鐘
乳洞

水

精
石
英

産
出

水
晶山

白
山

権
現
出
現

石

と
メ
サ
地
形

メ

サ

地

形

F=-9
注

1

●.__j

鍾
乳洞

が
あ
る

水
晶

が
産
出

特

徴

【
注
１
】
水
晶
や
黄
銅
鉱
の
よ
う
な
鉱
石
の
結
晶
体
を
含
有
す
る
地
形
。
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こ
れ
ま
で
の
結
論
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ａ
　
水
昌
（
水
晶
）
に
関
係
す
る
山

　
　
英
彦
山
（
八
角
沢
村
の
大
水
精
石
）
・
貫
獄
水
晶
山
・
三
重
町
白
山

ｂ
　
鍾
乳
洞
に
関
係
す
る
山

　
　
等
受
寺
こ
二
重
町
白
山
・
野
津
町
白
山

ｃ
　
霊
石
に
関
係
す
る
山

　
　
　
求
菩
提
山
・
檜
原
山
・
御
許
山

ｄ
　
白
い
山
（
石
灰
岩
ま
た
は
花
肖
岩
）

　
　
等
慌
寺
・
貫
獄
・
三
重
町
白
山
・
野
津
町
白
山

ｅ
　
メ
サ
地
形

　
　
英
彦
山
・
求
菩
提
山
・
等
壹
寺
・
檜
原
山
・
倉
持
山
∴
仙
岩
山

　
　
三
重
町
白
山

五
　
石
灰
岩
と
三
重
町
白
山

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
県
や
周
辺
に
あ
る
白
山

信
仰
は
神
道
や
仏
教
と
い
う
よ
り
も
、
い
ず
れ
も
鉱
石
や
山
の
形
状
に

関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
原
始
白
山
信
仰
は
、
鉱
山
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
開
発
さ
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
鉱
石
は
そ
の
応
用
と
し
て
、
医
薬

に
も
利
用
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
水
晶
は
不
老
不
死
の
秘
薬
と
さ

れ
、
鍾
乳
石
は
、
求
菩
提
山
の
秘
薬
「
五
宝
丹
」
の
主
薬
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
加
賀
白
山
の
奉
澄
が
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
医
王
山
の
ラ
ジ
ュ
ー
ム
鉱
が
、
現
在
ま
で
医
王
ラ
ジ
ュ
ー
ム
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
と
思
う
。

　
白
山
の
原
始
信
仰
は
、
北
九
州
か
ら
山
陰
・
北
陸
石
灰
岩
地
帯
の
鉱

山
を
開
発
し
た
鉱
山
技
術
者
の
一
群
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
推
察
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
代
豊
国
は
、
白
頭
山
周
辺
の
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の

鉱
山
技
術
者
の
集
団
が
数
多
く
存
在
し
た
こ
と
が
推
理
さ
れ
う
る
の
で

あ
る
。

六
　
国
見
の
ケ
ペ
ス
祭
り
の
源
流

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
大
分
県
に
は
、
朝
鮮
半
島
の
影
響

が
色
濃
く
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
と
思
う
。

　
と
り
わ
け
、
宇
佐
八
幡
宮
周
辺
、
三
重
町
周
辺
に
的
を
絞
っ
て
考
察

し
て
き
た
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
国
東
半
島
に
も
朝
鮮
半
島
の
残
滓
が

見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
論
述
し
て
お
く
。

　
金
属
を
融
合
す
る
時
に
必
要
な
物
質
は
、
燃
料
と
な
る
炭
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
は
説
明
を
ま
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
鉱
物
と
燃
料
が
あ
れ

ば
、
金
属
が
融
合
さ
れ
る
と
思
う
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
鉱
物
に
含
ま

れ
る
不
純
物
を
展
着
す
る
た
め
に
は
、
石
灰
岩
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ

●
　
●
　
●
　
・
　
一
　
●
　
・
　
・
　
・
　
一
●
　
●
　
・
　
一
　
・
　
●
　
●
　
●
　
・
　
・
　
●
　
・
　
●
・

ら
が
揃
っ
て
い
る
場
所
は
、
三
重
町
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
。
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稲
積
鍾
乳
洞
の
そ
ば
に
連
城
寺
と
炭
焼
小
五
郎
伝
説
と
が
あ
る
。
特

に
、
逓
減
寺
の
秘
仏
は
、
百
済
観
音
で
あ
る
。
百
済
か
ら
の
仏
師
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
三
重
町
に
炭
焼
小

五
郎
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
集
団
が
恐
ら
く
「
移
動
し
た
」
（
２
２
）
と
思
わ
れ
る
地
が

国
東
、
正
確
に
は
国
見
町
で
あ
る
。
姫
島
の
対
岸
に
あ
る
「
岩
倉
社
」

（
櫛
来
社
と
も
い
う
）
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
ケ
ベ
ス
」
祭
り
も
朝
鮮

トウバと格闘する奇妙な面を着けたケペス（国東町の岩倉社）

語
で
解
読
で
き

る
。
　
製
鉄
を
韓
国

語
で
と
Ｎ
昌
－
一

書
く
。
発
音
は

チ
エ
・
チ
ョ
ル
と

い
う
。
ま
た
、
製

鉄
に
欠
か
せ
な

い
風
を
送
る
吹

子
に
は
、
二
種

類
あ
る
。
堅
い
皮

で
作
っ
た
荷
（
フ

ク
）
と
、
柔
ら
か

い
皮
で
作
っ
た
鵜

で
あ
る
。
こ
の
う

ち
荷
は
『
大
漁
韓
辞
典
』
（
Ｕ
に
よ
る
と
「
P
e
i

A
」
と
発
音
す
る

と
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
我
々
は
、
よ
く
運
転
手
と
い
う
。
手
は
、

顔
や
手
で
は
な
く
、
人
間
を
表
す
。
こ
の
宇
を
韓
国
語
で
書
け
ば
今
と

な
り
、
発
音
は
「
ス
」
と
い
う
。
意
味
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
を
纏
め

る
と
、
吹
子
を
製
造
す
る
人
と
い
う
言
葉
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
「
シ
ダ
」
に
火
を
つ
け
火
を
振
り
回
す
行
事
も
「
理
解
が
容
易
」

（
2
4
）
と
な
ろ
う
。
発
音
は
「
チ
ェ
ペ
イ
ス
」
と
発
音
で
き
る
。
何
度

も
発
音
す
る
と
、
「
ケ
ベ
ス
」
（
一
ハ
ー
）
と
聞
こ
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。

七
　
む
　
す
　
び

　
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
、
大
分
県
と
朝
鮮
（
半
島
）
の
関
わ
り
を
考

察
し
て
き
た
。
そ
の
結
論
を
述
べ
る
と
、
遠
く
北
朝
鮮
に
聳
え
る
白
頭

山
を
源
流
と
し
て
、
加
賀
白
由
比
昨
神
社
に
飛
来
し
て
、
宇
佐
八
幡
宮

に
伝
来
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
大
分
県
内
で
は
、
宇
佐
八
幡
宮
と
関
係
の
深
い
地
域
に
朝
鮮
半
島
の

影
響
が
色
濃
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
基
層
に
は
、
金
属
の

融
合
と
い
う
鍛
冶
の
技
術
が
大
き
く
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
再
度
述

べ
て
お
き
た
い
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
以
上
の
ヒ
ン
ト
は
、
故
松
岡
実

先
生
が
現
地
調
査
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
脱
稿
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
再
び

深
甚
な
る
弔
意
を
表
明
し
て
お
き
た
い
。

－58－



【
注
記
（
参
考
文
献
）
】

（
Ｉ
）
阿
蘇
大
社
の
宮
司
、
阿
蘇
さ
ん
に
も
確
認
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
る

　
と
い
わ
れ
て
い
た
。

（
２
）
国
東
の
ホ
ー
ヤ
ク
祭
、
玖
珠
の
武
内
神
社
の
牛
馬
信
仰
も
朝
鮮
半
島
の
影
響
が

　
色
濃
い
行
事
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
八
幡
神
成
立
考
・
・
・
古
代
日
本
と

　
朝
鮮
」
別
府
女
子
短
期
大
学
紀
要
第
一
五
号
参
照
。
な
お
、
玖
珠
や
国
東
の
行
事

　
は
、
宇
佐
八
幡
宮
が
祭
祀
す
る
善
神
王
と
の
関
係
が
深
い
ば
か
り
か
、
次
の
注
に

　
掲
げ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
と
も
深
い
関
係
に
あ
る
。
故
松
岡
実
氏
も
、
宇
佐
八
幡
宮
の

　
善
神
王
が
解
明
で
き
な
け
れ
ば
、
宇
佐
八
幡
宮
の
謎
は
解
け
な
い
と
お
っ
し
や
っ

　
て
い
た
が
、
私
な
り
に
善
神
王
を
解
明
し
た
。

（
３
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
八
幡
神
成
立
考
・
・
・
古
代
日
本
と
朝
鮮
」
前
掲
大
学
紀

　
要
第
一
七
号
参
照
。
シ
ャ
ー
マ
ン
を
よ
り
理
解
す
る
た
め
に
、
中
国
・
韓
国
を
旅

　
し
て
取
材
す
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。

（
４
）
『
大
日
本
古
文
書
　
編
之
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
同
書
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
下

　
毛
郡
・
中
津
の
戸
籍
が
あ
る
が
、
圧
倒
的
に
「
秦
」
氏
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

　
豊
後
は
戸
籍
の
事
個
数
が
少
な
い
た
め
即
断
は
で
き
な
い
が
、
極
端
に
「
奉
」
氏

　
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
玉
井
敬
泉
論
稿
「
白
山
の
祭
神
と
信
仰
」
（
下
出
積
巽
編
『
白
山
信
仰
』
所
収
）

　
　
な
お
、
玉
井
敬
泉
氏
と
同
様
な
主
張
は
、
山
岸
論
稿
「
白
山
信
仰
と
加
賀
馬
場
」

　
　
（
高
瀬
重
雄
編
『
白
山
・
立
山
と
北
陸
修
験
道
』
所
収
）
に
も
見
ら
れ
る
。

（
６
）
大
森
崇
著
『
神
道
の
本
』
（
学
習
研
究
社
）

（
７
）
保
井
克
己
著
『
満
州
・
民
俗
こ
言
語
』
（
満
州
事
情
案
内
所
　
康
徳
八
年
）

（
８
）
竹
内
亮
著
「
白
頭
山
」
（
『
せ
ふ
り
』
所
収
）

（
。
９
）
重
松
敏
美
著
『
求
菩
提
山
修
験
文
化
敦
』
（
豊
前
市
教
育
委
員
会
）

（
1
0
）
小
田
富
士
雄
論
稿
「
古
代
の
求
菩
梶
山
と
そ
の
信
仰
」
（
『
特
集
・
豊
前
修
験
道

　
所
収
』
）

（
Ｈ
）
英
彦
山
に
つ
い
て
は
、
『
英
彦
山
編
年
史
料
』
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
英
彦
山

　
か
ら
水
晶
が
産
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
寺
鳥
貝
安
編
『
和
漢
三
才
図
絵
』
に

　
も
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
１
２
）
等
見
寺
に
つ
い
て
は
、
松
岡
実
氏
の
調
査
に
よ
っ
た
。
渡
過
重
春
著
『
豊
前
志
』

　
　
に
も
同
様
な
記
述
が
あ
る
。

（
１
３
）
求
菩
提
出
に
つ
い
て
『
求
菩
梶
山
修
験
文
化
放
』
（
前
掲
書
）

（
1
4
）
松
尾
山
医
王
寺
に
つ
い
て
は
、
松
岡
実
氏
の
調
査
に
よ
っ
た
。

（
１
５
）
倉
持
山
に
つ
い
て
は
、
松
岡
実
氏
の
調
査
に
よ
っ
た
。

　
な
お
、
『
豊
前
志
』
に
も
調
査
と
同
様
な
記
述
が
あ
る
。

（
謁
）
檜
原
由
正
平
寺
に
つ
い
て
は
、
松
岡
実
氏
の
調
査
に
よ
っ
た
。
な
お
、
『
豊
前
志
』

　
　
に
も
調
査
と
同
様
な
記
述
が
あ
る
。
な
お
、
『
豊
前
志
』
に
は
求
菩
提
出
・
等
見
寺
・

　
　
松
尾
山
・
倉
持
山
・
檜
原
山
が
い
ず
れ
も
正
月
七
日
の
晩
に
鬼
絵
を
行
な
う
と
記

　
　
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
場
所
こ
そ
違
う
が
、
こ
れ

　
　
ら
の
山
々
は
そ
れ
ぞ
れ
関
連
あ
る
も
の
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
１
７
）
仙
岩
山
宝
陀
寺
に
つ
い
て
は
、
松
岡
実
氏
の
調
査
に
よ
っ
た
。
な
お
、
『
豊
前
志
』

　
　
に
も
調
査
と
同
様
な
記
述
が
あ
る
。

（
１
８
）
御
許
出
正
見
寺
に
つ
い
て
は
、
松
岡
実
氏
の
調
査
に
よ
っ
た
。

（
1
9
）
貫
徹
権
現
に
つ
い
て
は
、
松
岡
実
氏
の
調
査
に
よ
っ
た
。
な
お
、
貫
徹
権
現
に

　
　
つ
い
て
『
太
宰
管
内
志
』
（
伊
藤
常
足
　
防
長
史
料
出
版
社
）
　
に
よ
れ
ば
、
「
頂
有

　
　
白
山
権
現
之
社
。
社
前
有
講
堂
云
々
。
東
有
一
峯
、
名
水
晶
山
」
と
あ
る
の
で
、

　
　
水
晶
が
産
出
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
2
0
）
三
重
町
大
白
山
（
三
重
町
旧
白
山
村
）
に
つ
い
て
は
、
松
岡
実
氏
の
調
査
に
よ
っ

　
　
た
。
な
お
、
唐
橋
世
済
編
『
豊
後
国
志
』
（
文
献
出
版
）
　
に
も
「
水
精
石
英
」
が

　
　
産
出
す
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
２
１
）
野
津
町
白
山
に
つ
い
て
は
、
松
岡
実
氏
の
調
査
に
よ
っ
た
い
『
豊
後
国
志
』
に
「
在

　
　
野
津
荘
西
神
野
村
。
碧
蛸
翠
壁
。
上
有
洞
穴
。
内
安
祀
祭
白
山
権
現
」
と
あ
る
。

（
2
2
）
炭
焼
小
五
郎
伝
説
に
よ
れ
ば
、
炭
焼
小
五
郎
の
娘
、
玉
依
比
売
（
玉
依
姫
）
が

　
　
聖
徳
太
子
の
父
、
用
明
天
皇
と
結
婚
す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
三
重
を
出
発
し
て

　
　
姫
島
周
辺
で
嵐
に
遭
遇
す
る
。
そ
の
生
け
費
の
代
わ
り
と
し
て
櫛
を
海
に
投
げ
る

　
　
と
凪
に
な
っ
た
。
そ
の
櫛
が
漂
着
し
た
と
こ
ろ
が
、
「
岩
倉
社
」
で
あ
っ
た
。
だ

　
　
か
ら
別
名
を
「
櫛
来
社
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
、
鍛
冶
の
技
術
を
持
っ
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た
集
団
が
国
東
半
島
に
移
動
し
た
傍
証
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
2
3
）
張
三
植
編
『
大
湊
韓
辞
典
』
（
教
育
書
館
韓
国
）

Ｊ
）
ケ
ベ
ス
の
「
面
」
に
い
く
つ
か
の
疑
問
が
残
る
。

帥
　
何
故
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
面
が
必
要
な
の
か

圀
　
「
面
」
の
左
目
が
何
故
片
寄
っ
て
い
る
の
か

㈲
　
何
故
、
火
が
必
要
な
の
か

　
　
帥
か
ら
そ
の
疑
問
を
解
い
て
み
よ
う
。
飯
島
吉
晴
著
『
竃
神
と
厠
神
』
（
人
文

　
書
院
）
に
よ
れ
ば
、
「
異
界
と
此
の
世
の
媒
介
合
と
し
て
常
人
よ
り
も
片
目
や
片

　
足
の
不
具
合
が
好
ま
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。

　
　
�
に
つ
い
て
。
松
岡
実
著
『
大
分
祭
事
記
』
（
『
ア
ド
バ
ン
ス
大
分
』
昭
和
五
六

　
年
）
の
ケ
ペ
ス
祭
の
描
写
の
中
で
、
「
面
を
つ
け
る
と
左
目
が
あ
ま
り
に
も
片
寄
っ

　
て
い
て
実
際
に
は
見
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
左
目
は
、
「
面
」
に
つ

　
い
て
い
る
だ
け
で
片
目
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
な
れ
ば
、
「
片
目
を
常
人

　
と
区
別
し
て
ヽ
神
と
人
と
の
媒
介
を
な
す
合
の
印
」
と
柳
田
国
罪
著
『
一
目
小
僧

　
そ
の
他
』
（
柳
田
国
男
全
集
六
　
筑
摩
書
房
）
が
説
い
て
い
る
の
が
参
考
に
な
ろ
う
。

　
　
㈲
に
つ
い
て
。
「
ケ
ベ
ス
役
の
合
が
火
の
中
に
入
り
、
ま
た
出
て
く
る
」
と
い

　
う
再
生
と
鍛
冶
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
飯
島
吉
晴
氏
（
前
掲
書
）
は
、
「
金
工
（
鍛
冶
鋳

　
物
師
）
も
鉱
石
か
ら
竃
（
火
）
を
媒
介
と
し
て
金
属
を
得
る
と
い
う
物
質
変
容
に

　
従
事
す
る
も
の
で
あ
り
、
コ
モ
リ
・
中
日
・
ク
ダ
リ
と
い
う
そ
の
変
容
工
程
は
タ

　
タ
ラ
師
に
よ
っ
て
一
世
と
称
さ
れ
、
一
世
毎
に
炉
が
こ
わ
さ
れ
る
点
で
死
と
再
生

　
の
過
程
を
見
る
こ
と
も
出
来
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
「
タ
タ
ラ
（
鋳
物
師
）
　
の
仕
事
で
は
火
の
色
と
送
風
が
重

　
要
で
あ
る
が
、
タ
タ
ラ
師
は
火
の
色
を
片
目
で
見
る
た
め
に
、
次
第
に
左
右
の
ど

　
ち
ら
か
の
目
が
悪
く
な
っ
て
片
目
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。
実
際
、
タ

　
タ
ラ
師
や
鋳
物
師
に
は
片
目
に
な
っ
て
い
る
合
が
よ
く
見
ら
れ
る
」
と
飯
島
吉
晴

　
氏
が
述
べ
て
い
る
（
前
掲
書
）
が
、
ま
さ
に
卓
見
で
あ
る
。
ケ
ベ
ス
祭
り
は
、
片

　
目
の
ケ
ペ
ス
が
異
界
と
此
の
世
の
媒
介
合
を
演
じ
、
火
に
よ
る
生
命
の
再
生
を
も

　
含
ん
で
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
２
５
）
ケ
ベ
ス
火
祭
の
由
来
に
つ
い
て
。
来
綱
杵
一
氏
は
「
ケ
ベ
ス
祭
り
に
つ
い
て
」

　
（
『
大
分
県
地
方
史
』
平
成
元
年
三
月
号
所
収
）
で
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
①
　
神
功
皇
后
説
む
か
し
宇
佐
の
神
様
（
八
幡
神
）
が
朝
鮮
出
兵
に
つ
い
て
お
征

　
　
　
き
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
虎
狼
が
多
く
危
険
で
眠
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

　
　
　
で
火
を
焚
い
た
。
火
を
蹴
散
ら
し
、
火
を
投
げ
た
。
そ
の
故
事
が
ケ
ペ
ス
の
火

　
　
　
で
あ
る
、
と
い
う
。

　
②
　
海
人
族
と
の
戦
い
説
恵
比
寿
（
夷
）
神
は
魚
を
も
た
ら
す
外
か
ら
の
善
神

　
　
　
で
、
呪
術
的
霊
力
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
神
を
奉
ず
る
海
人
族
の
侵
入
に
対
し

　
　
　
て
土
着
の
人
び
と
が
争
っ
た
。
海
人
族
（
ケ
ベ
ス
）
と
土
着
（
ト
ウ
バ
）
の
争

　
　
　
い
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
③
　
鍛
冶
の
火
説
宇
佐
八
幡
は
鍛
冶
の
神
と
し
て
示
顕
す
る
が
、
鍛
冶
は
当
時
の

　
　
　
最
新
技
術
で
火
を
尊
び
、
厳
し
い
精
進
潔
斎
を
し
た
。
そ
れ
が
信
仰
に
結
び
つ

　
　
　
い
た
も
の
で
は
な
い
か
。

　
④
　
外
敵
侵
入
説
外
敵
に
対
し
て
里
人
た
ち
は
火
を
焚
い
て
海
岸
警
備
に
あ
た
っ

　
　
　
て
い
た
。
こ
れ
が
神
事
化
し
た
と
い
う
説
、
で
あ
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
「
ケ
ベ
ス
火
祭
」
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
が
、

　
い
ず
れ
の
説
も
我
々
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
宇

　
佐
八
幡
宮
が
朝
鮮
半
島
の
影
響
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
朝
鮮
語

　
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
し
か
解
決
す
る
術
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
　
　
吹
子
を
製
造
し
、
そ
の
吹
子
を
使
っ
て
金
属
を
融
合
す
る
職
人
を
表
現
し
た
行

　
事
が
ケ
ペ
ス
火
祭
の
由
来
で
あ
る
。
重
複
す
る
が
、
こ
の
際
に
石
灰
岩
が
不
可
欠

　
で
あ
る
。
こ
の
石
灰
岩
を
三
重
町
白
山
か
ら
運
ん
で
き
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
そ
の
燃
料
も
三
重
町
か
ら
来
た
と
推
測
し
う
る
。
こ
れ
を
運
ん
だ
者
が
、

　
玉
依
比
売
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
鍛
冶
の
技
術
は
、
遠
く

　
加
賀
白
山
を
出
発
し
て
、
日
本
海
側
を
下
っ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、

　
石
灰
岩
は
、
日
本
海
側
に
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
述
べ
て
お
き
た
い
。

（
別
府
溝
部
学
園
短
期
大
学
・
学
長
）
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